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出雲弥生の森博物館

IZUMO

第44号

「
て
ん
じ
ん
ム
ラ
の
歴
史

―
天
神
遺
跡
と
周
辺
の
調
査
か
ら
―
」
「
出
雲
ま
る
ご
と
博
物
館
」

★
春
季
企
画
展

★
日
本
博
in
出
雲

　

天
神
遺
跡
は
、
出
雲
市
天
神
町
を
中

心
に
広
が
る
遺
跡
で
す
。
こ
の
遺
跡
は

出
雲
平
野
の
主
要
な
集
落
跡
の
一
つ

で
、
弥
生
時
代
か
ら
近
代
に
至
る
遺

構
・
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
初

め
て
の
発
掘
調
査
は
、
お
よ
そ
50
年
前

の
１
９
７
１
年
に
は
じ
ま
り
、
翌
年
に

報
告
書
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

２
０
０
０
年
ま
で
12
回
に
わ
た
り
、
出

雲
市
に
よ
る
断
続
的
な
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
天
神
遺
跡
の
ほ

か
、
周
辺
の
海
上
遺
跡
や
高
西
遺
跡
な

ど
を
「
て
ん
じ
ん
ム
ラ
」
と
し
て
ま
と

め
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
成
果
を
ふ
ま

え
て
、
一
帯
に
人
び
と
の
生
活
が
営
ま

れ
た
背
景
を
考
え
ま
す
。（
髙
橋　

周
）

　

出
雲
市
で
は
、
文
化
庁
が
推
進
す

る
「
日
本
博
」
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
「
神
々
の
集
う
国
『
出
雲
』
体
験

フ
ェ
ス
タ
～
日
本
博
in
出
雲
～
」
と
銘

打
っ
た
事
業
を
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
古
代
出
雲
大
社
高
層
神
殿
Ｖ
Ｒ

／
Ａ
Ｒ
体
験
ア
プ
リ
な
ど
を
制
作
・
公

開
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
出
雲
神
楽
の
公

演
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
当
市
を
観
光
に

訪
れ
た
方
々
の
市
内
周
遊
を
促
進
す
る

「
出
雲
ま
る
ご
と
博
物
館
」
も
あ
わ
せ

て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

市
内
に
は
博
物
館
な
ど
の
展
示
施
設

が
数
多
く
あ
り
、
出
雲
の
様
々
な
魅
力

を
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
周
辺
に
は
お
ス
ス
メ
観
光
ス
ポ
ッ
ト

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

見
ど
こ
ろ
満
載
の
出
雲
市
を
、
展
示
施

設
を
拠
点
に
隈
な
く
周
遊
し
て
い
た
だ

く
取
り
組
み
が
こ
の
「
出
雲
ま
る
ご
と

博
物
館
」
で
す
。

　

期
間
中
、
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
、

出
雲
文
化
伝
承
館
、平
田
本
陣
記
念
館
、

荒
神
谷
博
物
館
、
当
館
の
５
館
で
は
、

自
館
の
魅
力
は
も
ち
ろ
ん
、
他
館
や
周

辺
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
共
通
ブ
ー

３
月
５
日（
土
）～
５
月
30
日（
月
）

好
評
開
催
中
～
２
月
28
日（
月
）

第 1 次調査（1971年）の様子
　〈現在の高西公園

（塩冶有原町）付近〉　

ス
を
設
置
し
て
、
来
館
者
の
み
な
さ
ま

を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
市
内
観
光
の

サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

博
物
館
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
く
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
館
で
は
独
自
に
「
出
雲

の
王
墓
を
巡
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
西
谷

墳
墓
群
を
は
じ
め
、
今
市
大
念
寺
古
墳

や
上
塩
冶
築
山
古
墳
な
ど
「
王
墓
」
の

現
地
見
学
を
お
ス
ス
メ
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
、
主
要
古
墳
の
石
室
内
部
を
３
６
０

度
パ
ノ
ラ
マ
撮
影
し
た
画
像
を
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
通
し
て
観
察
で
き
る
コ
ン
テ

ン
ツ
も
制
作
し
ま
し
た
。
当
館
で
特
設

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
公
開
し
て
い
ま
す

の
で
、
実
際
に
手
に
取
っ
て
お
試
し
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
当
館
を
は
じ
め

「
出
雲
ま
る
ご
と
博
物
館
」
に
ご
来
館

く
だ
さ
い
ま
せ
。　
　
　
（
三
原 

一
将
）
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第44号

「
田
儀
櫻
井
家
の
た
た
ら
製
鉄 

そ
の
２

国
指
定
史
跡 

越
堂
た
た
ら
跡
」

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

★
祝
「
出
雲
日
御
碕
灯
台
」

　
　
　

国
の
重
要
文
化
財
指
定
へ
！

発掘された越堂たたら跡たたら製鉄　イメージ図

　

越こ
え
ど
う堂
た
た
ら
跡
は
、
出
雲
市
多
伎
町

口
田
儀
に
あ
る
製
鉄
遺
跡
で
す
。
江
戸

時
代
に
出
雲
で
製
鉄
業
を
営
ん
だ
田た

ぎ儀

櫻さ
く
ら
い
け

井
家
が
、
１
７
７
１（
明
和
８
）年

か
ら
１
８
８
２（
明
治
15
）年
頃
ま
で

１
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
操
業
し
ま
し

た
。

　

２
０
０
６（
平
成
18
）年
に
、
出
雲

市
に
よ
る
発
掘
調
査
が
は
じ
ま
り
、

２
０
０
９（
平
成
21
）年
に
、
国
史
跡

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

２
０
１
６
年
ま
で
継
続
し
て
調
査
が
行

わ
れ
、
越
堂
た
た
ら
の
具
体
的
な
構
造

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
砂
鉄
を
使
っ
た
製
鉄
が
６

世
紀
末
の
古
墳
時
代
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
以
降
、
15
世
紀
末
ま
で
の
製
鉄
遺

跡
は
、
北
は
青
森
県
、
南
は
鹿
児
島
県

ま
で
広
い
範
囲
で
み
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
ま
で
製
鉄
が

行
わ
れ
た
の
は
、
島
根
県
を
含
む
中
国

地
方
と
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
だ
け

で
し
た
。

　

た
た
ら
製
鉄
と
は
、
木
炭
の
火
力
で

砂
鉄
を
溶
か
し
て
鉄
を
取
り
出
す
、
日

本
古
来
の
製
鉄
法
で
す
。
原
材
料
の
木

　

令
和
３
年
11
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た

国
の
文
化
審
議
会
に
お
い
て
、
島
根
県

内
に
所
在
す
る
美み

ほ
の
せ
き

保
関
灯
台（
松
江
市
）

と
出
雲
日ひ

の
み
さ
き

御
碕
灯
台
の
２
つ
の
灯
台
を

重
要
文
化
財
へ
指
定
す
る
よ
う
文
部
科

学
大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
技
術
的
に
優
秀
な
も
の
」
及
び
「
歴

史
的
価
値
の
高
い
も
の
」
と
し
て
評
価

さ
れ
た
出
雲
日
御
碕
灯
台
は
、
石
造
と

し
て
は
日
本
一
の
高
さ
を
誇
り
ま
す
。

１
９
０
３（
明
治
36
）年
初
点
灯
。
日

本
人
技
師
が
手
掛
け
た
灯
台
建
設
技
術

の
到
達
点
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
今
も
現
役
と
し
て
、
山
陰
の
航
路

の
安
全
・
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

出
雲
日
御
碕
灯
台
は
「
日
本
の
灯
台

50
選
」
な
ど
に
も
選
ば
れ
た
日
本
を
代

表
す
る
灯
台
で
す
。
ま
た
、
日
本
遺
産

「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲
」
の
構
成
文
化

財
と
し
て
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
観
光
資
源
と
し
て
さ
ら
な
る
活
用

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。（
吾
郷　

誠
）

好
評
開
催
中
～
３
月
７
日（
月
）

炭
は
か
さ
ば
る
た
め
、
陸
路
で
は
運
送

経
費
が
か
さ
み
ま
す
。
そ
の
た
め
山
間

部
の
た
た
ら
場
で
は
、
木
炭
を
近
く
の

森
林
か
ら
調
達
し
ま
し
た
。
一
方
、
田

儀
浦（
田
儀
港
）の
近
く
の
海
辺
で
操

業
し
た
越
堂
た
た
ら
で
は
、
木
炭
と
砂

鉄
を
船
で
取
り
寄
せ
た
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。
１
８
０
８（
文
化
５
）年
の

史
料
に
は
、
砂
鉄
は
伯ほ

う
き耆
国（
鳥
取
県

西
部
）、
木
炭
は
日
本
海
沿
岸
部（
鰐

淵
寺
山（
出
雲
市
別
所
町
）～
口
田
儀
）

や
隠
岐
か
ら
入
手
し
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

山
間
部
の
た
た
ら
場
で
は
、
近
く
の

森
林
が
少
な
く
な
る
た
び
に
、
場
所
を

移
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
海
辺
に
あ
っ
た
越
堂
た
た
ら
で

は
、
船
を
使
っ
て
木
炭
を
調
達
で
き
た

た
め
、
た
た
ら
場
を
移
動
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

１
０
０
年
以
上
に
わ
た
る
長
期
の
操
業

が
で
き
た
の
で
す
。

　

越
堂
た
た
ら
で
生
産
さ
れ
た
鉄
は
、

田
儀
浦
か
ら
船
を
使
っ
て
、
大
坂
や
北

陸
、九
州
へ
と
運
ば
れ
て
行
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
田
儀
浦
が
支
え

た
海
辺
の
た
た
ら
、
越
堂
た
た
ら
跡
を

紹
介
し
ま
す
。

（
浦
上 

晴
奈
）
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第44号

「
徹
底
解
明
！
常
楽
寺
柿
木
田
１
号
墳

―
神
西
湖
南
岸
の
古
墳
文
化
を
さ
ぐ
る
―
」

「
記
録
の
中
の
出
雲
弁
」

★
ス
ポ
ッ
ト
展

★
古
文
書
の
森
を
ゆ
く
⑨

　

神
西
湖
南
岸
は
古
墳
時
代
前
半
期

に
多
く
の
古
墳
が
築
か
れ
た
地
域
で

す
。
出
雲
市
湖
陵
町
に
所
在
す
る
常

じ
ょ
う
ら
く楽

寺じ
か
き
の
き
だ

柿
木
田
１
号
墳
は
、
古
墳
時
代
前
半

期
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
古
墳
の
全
長

は
約
35
ｍ
で
湖
陵
町
内
で
は
最
大
級
の

規
模
を
誇
り
ま
す
。
市
文
化
財
課
が
令

和
元
年
度
と
３
年
度
に
発
掘
調
査
を
実

施
し
、
古
墳
の
墳
丘
の
構
造
や
埋
葬
施

設
の
様
子
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

古
墳
の
後
円
部
上
で
は
、
箱
形
の
木

棺
を
納
め
た
痕
跡
が
残
る
３
つ
の
埋
葬

施
設
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
西

側
の
埋
葬
施
設
は
、
床
面
に
平
た
い
河

原
石
を
整
然
と
敷
き
詰
め
た
礫れ

き
し
ょ
う床を
持

つ
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
河
原
石
は

８
～
10
㎝
程
度
の
大
き
さ
で
、
表
面
が

滑
ら
か
な
石
材
を
選
ん
で
使
用
し
て
い

ま
す
。
礫
床
の
北
側
に
は
ひ
と
回
り
大

き
い
石
材
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
石
材
は
被
葬
者
の
頭
を
置
い
た
枕

ま
く
ら

石い
し

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

被
葬
者
の
頭
位
は
北
西
方
向
に
向
け

ら
れ
、
そ
の
延
長
線
上
に
は
神
西
湖
の

原
形
で
あ
る
神か

ん
ど
の
み
ず
う
み

門
水
海
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
想
像
を
逞た

く
まし
く
す
れ
ば
、
当

　

江
戸
時
代
、
あ
る
船
頭
が
鉄
の
販
売

報
告
を
す
る
た
め
北
陸
か
ら
出
し
た
手

紙
が
、
こ
う
締
め
括
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
…
私
の
報
告
は
右
の
通
り
で
す
が
、

〝
こ
ざ
こ
ざ
〟し
た
算
用
は
お
会
い
し

て
お
話
し
い
た
し
ま
し
ょ
う
」。
読
者

の
皆
さ
ん
は
す
ぐ
お
分
か
り
で
し
ょ
う

が
、
細
か
い
勘
定
に
関
す
る
こ
と
、〝
こ

ざ
こ
ざ
話
〟は
持
ち
帰
っ
て
話
し
た
様

子
が
伺
え
る
も
の
で
、
話
し
言
葉
の
出

雲
弁
が
記
録
の
中
に
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
田
の
人
物
が
書
き
残
し
た

日
記
の
な
か
に
は
こ
ん
な
記
述
が
。

　
「
只
浦（
出
雲
市
美
保
町
唯
浦
）で
、

〝
ア
メ
エ
ビ
〟が
大
漁
だ
と
聞
い
た
の

で
早
速
１
０
０
杯
運
ば
せ
た
」。
辞
書

を
引
く
と〝
ア
メ
エ
ビ
〟は
島
根
県
出

雲
地
方
の
方
言
で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

「
あ
み
」
を
指
し
、石
見
地
方
で
は
「
あ

め
」、
千
葉
県
で
は
「
あ
び
こ
」
な
ど

と
呼
び
習
わ
す
よ
う
で
す
。
日
記
の
筆

者
は
旧
暦
２
月
上
旬
の
３
日
間
で
ア
メ

エ
ビ
を
２
３
５
杯
も
調
達
し
、
管
理

す
る
苗
代
に
配
布
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ア
メ
エ
ビ
は
肥
料
に
な
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
と
き
小

伊
津（
出
雲
市
小
伊
津
町
）か
ら
も
ア
メ

エ
ビ
買
い
取
り
の
誘
い
が
あ
り
ま
し
た

　

２
月
２
日（
水
）～
５
月
30
日（
月
）

時
の
水
上
交
通
の
要
で
あ
る
神
門
水
海

周
辺
を
治
め
た
首
長
が
埋
葬
さ
れ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

常
楽
寺
柿
木
田
１
号
墳
と
同
じ
頃
の

神
西
湖
南
岸
の
古
墳
は
、
礫
床
を
持
つ

埋
葬
施
設
が
多
く
構
築
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
常
楽
寺
柿
木
田
１
号
墳
か
ら
北

に
約
2.5
㎞
の
距
離
に
あ
る
山や

ま
じ地
古
墳

は
、
２
つ
の
埋
葬
施
設
で
礫
床
が
良
好

な
状
態
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
こ
う
し
た
常
楽

寺
柿
木
田
１
号
墳
の
調
査
成
果
を
踏
ま

え
、
周
辺
地
域
の
古
墳
と
の
比
較
を
し

な
が
ら
神
西
湖
南
岸
の
古
墳
文
化
の
特

徴
を
考
え
ま
す
。

（
幡
中 

光
輔
）

が
、
間
に
合
っ
て
い
た
の
か
、
そ
ち
ら

か
ら
は
調
達
せ
ず
終
わ
っ
た
よ
う
で
し

た
。
商
品
作
物
の
栽
培
が
拡
大
す
る
江

戸
時
代
中
期
以
降
、
干ほ

し
か鰯
な
ど
金
銭
を

払
っ
て
購
入
す
る
肥
料
、「
金き

ん
ぴ肥
」が
発

達
し
、
稲
作
に
も
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
り
ま
す
が
、
こ
の
日
記
か
ら
平
田
地

区
の
田
畑
経
営
に
と
っ
て
北
浜
地
区
の

漁
村
が
金
肥
の
調
達
先
の
一
つ
だ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
、
当
時
の
海
と
里
の
つ

な
が
り
が
垣
間
見
え
る
興
味
深
い
記
録

で
す
。

　

地
域
に
残
さ
れ
た
日
記
や
手
紙
に
は
、

こ
の
よ
う
に
時
を
こ
え
て
、
地
元
の
人

に
こ
そ
伝
わ
る
言
葉
や
出
来
事
が
た
く

さ
ん
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
史
料
を
守

り
伝
え
る
こ
と
で
、
１
０
０
年
以
上
前

の
出
雲
弁
や
生
活
記
録
が
地
域
の
記
憶

を
伝
え
る
歴
史
資
産
と
な
る
の
で
す
。

（
春
日　

瞳
）

宮崎安貞著『農業全書』「農事図」
（国立国会図書館デジタルコレクション）

常楽寺柿木田１号墳の礫床（上から）
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２
０
２
２
年
を
迎
え
た
。
１
０
０
年

ず
つ
遡
っ
て
過
去
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

　

１
９
２
２
年
、
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮

条
約
締
結
。
が
、
欧
州
を
再
び
戦
火

が
覆
う
の
に
20
年
と
か
か
ら
な
か
っ
た
。

　

１
８
２
２
年
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
将

軍
職
に
あ
っ
た
11
代
将
軍
徳
川
家
斉
の

時
代
。
こ
の
４
年
後
、
今
市
大
念
寺
古

墳
が
発
掘
さ
れ
た
。

　

１
７
２
２
年
、
日
本
で
は
徳
川
吉
宗

に
よ
る
享
保
の
改
革
が
進
行
し
て
い
た
。

　

１
６
２
２
年
は
、
豊
臣
家
滅
亡
か
ら

７
年
。
２
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
治
世
は

安
定
の
度
を
増
し
て
い
く
。

　

１
５
２
２
年
、
室
町
幕
府
12
代
将
軍

に
11
歳
の
足
利
義
晴
が
就
任
。
有
力

武
将
の
勢
力
争
い
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら

も
30
年
近
く
地
位
を
保
っ
た
。

　

１
４
２
２
年
、
４
代
室
町
将
軍
足
利

義
持
の
時
代
。
守
護
大
名
の
調
整
に
努

め
安
定
し
た
時
代
を
築
い
た
。

　

１
３
２
２
年
、
鎌
倉
将
軍
北
条
高
時

と
後
醍
醐
天
皇
と
の
関
係
は
ま
だ
良
好
。

だ
が
、
２
年
後
の
正
中
の
変
以
後
、
幕

府
は
滅
亡
へ
と
転
が
り
落
ち
て
い
く
。

　

１
２
２
２
年
、
前
年
の
承
久
の
乱
に

よ
り
隠
岐
国
へ
流
さ
れ
た
後
鳥
羽
上
皇

は
、
こ
の
年
の
正
月
を
島
で
迎
え
た
。

　

１
１
２
２
年
の
翌
年
、
在
位
25
年
の

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

鳥
羽
天
皇
は
退
位
し
、
以
後
30
年
ち
か

く
上
皇
と
し
て
院
政
を
敷
い
た
。
上
皇

に
愛
さ
れ
た
美
貌
の
女
官
玉た

ま
も
の
ま
え

藻
前
、
実

は
九
尾
の
狐
だ
っ
た
、
と
の
伝
説
も
。

　

１
０
２
２
年
、
前
年
に
焼
亡
し
た
豊

前
国
宇
佐
八
幡
宮
が
再
建
遷
宮
さ
れ

た
。

　

９
２
２
年
、
安
定
し
た
時
代
だ
っ
た

が
、
こ
の
年
は
干
ば
つ
が
襲
っ
た
。

　

８
２
２
年
、
こ
の
こ
ろ
平
安
京
の
治

安
と
行
政
を
担
う
検
非
違
使
を
設
置
。

　

７
２
２
年
、
平
城
宮
の
政
府
は
田
畑

開
墾
を
進
め
る
法
令
を
次
々
出
し
た
。

２
年
後
に
は
聖
武
天
皇
が
即
位
す
る
。

　

６
２
２
年
、
最
初
の
女
性
天
皇
推
古

を
補
佐
し
た
聖
徳
太
子
が
亡
く
な
っ
た
。

　

安
定
の
年
も
不
安
定
な
年
も
あ
っ
た
。

今
年
は
ど
う
だ
ろ
う
。

（
花
谷　

浩
）

▼
春
季
企
画
展

　

３
月
５
日（
土
）～
５
月
30
日（
月
）

　
「
て
ん
じ
ん
ム
ラ
の
歴
史

　

―
天
神
遺
跡
と
周
辺
の
調
査
か
ら
―
」

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

好
評
開
催
中
～
３
月
７
日（
月
）

　
「
田
儀
櫻
井
家
の
た
た
ら
製
鉄  

そ
の
２

　

国
指
定
史
跡　

越
堂
た
た
ら
跡
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

１
月
23
日（
日
）・
２
月
20
日（
日
）

　
　

※
い
ず
れ
も
10
時
か
ら

▼
ス
ポ
ッ
ト
展

　

２
月
２
日（
水
）～
５
月
30
日（
月
）

　
「
徹
底
解
明
！
常
楽
寺
柿
木
田
１
号
墳

　
　

―
神
西
湖
南
岸
の

　

古
墳
文
化
を
さ
ぐ
る
―
」

★
展
示
の
ご
案
内

★
講
座
の
ご
案
内

▼
冬
季
企
画
展
関
連
講
演
会

　

１
月
22
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　
「
瀬
戸
内
の
弥
生
墓
に
供
え
ら
れ
た
土
器

―
伊
予
（
愛
媛
県
）
を
中
心
に
―
」

　
●
講　

師　

松
村 

さ
を
里 

氏

　
　
（（
公
財
）
愛
媛
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

　
●
受
講
料　

無
料

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
関
連
講
演
会

　

２
月
23
日
（
水
・
祝
）
14
時
～
16
時

　
「
田
儀
櫻
井
家
た
た
ら
経
営
に

携
わ
る
人
々
と
物
流
」

　
●
講　

師　

鳥
谷 

智
文 

氏

　
　
（
松
江
工
業
高
等
専
門
学
校 

教
授
）

　
●
受
講
料　

無
料

▼
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
講
座

第
１
回

　

１
月
29
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　
「
中
世
の
出
雲
大
社
と
仏
教

　
―
新
出
の
北
島
家
文
書
を
手
が
か
り
に
―
」

　
●
講　

師　

井
上 

寛
司 

氏

　
　
（
島
根
大
学
名
誉
教
授
）

第
２
回

　

２
月
12
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　
「
菱
根
新
田
の
開
発
と
三
木
与
兵
衛

　

―
松
江
藩
に
お
け
る
村
の
成
立
過
程
―
」

　
●
講　

師　

多
久
田 

友
秀 

氏

　
　
（
島
根
県
近
世
史
研
究
会
会
員
）

第
３
回

　

２
月
27
日
（
日
）
14
時
～
16
時

　
「
堀
尾
吉
晴
と
そ
の
一
族
の
石
塔
」

　
●
講　

師　

西
尾 

克
己 
氏

　
　
（
松
江
市
史
料
調
査
課松

江
城
部
会
長
）

　
●
受
講
料　

各
回
３
０
０
円

講
座
の
申
込
に
つ
い
て

定
員
50
名　

当
日
受
付
な
し　

事
前
申
込
必
須（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
）

●
申
込
受
付
時
間 

９
～
17
時

●
必
要
事
項 

氏
名
・
電
話
番
号
・
住
所

※ 

講
座
当
日
は
、マ
ス
ク
着
用
、手
指
消
毒
、

体
温
測
定
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。


